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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、治療初期に出てくることが多い副作用として、発熱・頭痛・関節痛・寒気など風邪やインフルエンザにかかった時のような症状が出ることがあります。特に注射を打った当日から数日後に出てくることが多いです。
その対策としては、解熱鎮痛薬の内服や坐薬などを用いて症状を抑えていきます。ご自身がどのタイミングで症状が出るかを把握することによって、早期対応で症状の緩和が十分可能です。
次に、注射を打った場所が赤くなったり、違う場所から皮疹がでるアレルギー症状が出ることがあります。これも、抗アレルギー薬の内服や塗り薬で対応ができます。
そして、食欲が出なかったり、吐き気が出ることもあります。吐き気止めや胃薬などのお薬もありますし、また、日ごろの食事を少し工夫していただく（たとえば、のど越しのいいもの、湯気などが出ないものなど）ことで改善することもできます。食欲がなくても、水分補給は十分しましょう。水分の一部をミネラル分を含むスポーツドリンクにしていただくのもいいでしょう。
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